
　

通
常
国
会
で
は
、
１
月
28
日
、

第
３
次
補
正
予
算
が
成
立
し
、

コ
ロ
ナ
対
策
等
で
、
医
療
関
連

１
・
６
兆
円
の
他
、
総
額
４
・

４
兆
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
緊
急
事
態
宣
言
を
行
う

前
に
策
定
さ
れ
た
予
算
案
は
、

大
部
分
が
「
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ
」
の

積
み
増
し
や
国
土
強
靱
化
の

「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
」
予
算
で
、

総
額
19
兆
円
の
約
８
割
を
締
め

て
い
ま
す
。
野
党
は
医
療
な
ど

の
コ
ロ
ナ
対
策
へ
振
り
向
け
た

組
替
予
算
案
を
提
出
し
ま
し
た

が
、
与
党
は
否
決
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
審
議
さ
れ
た
新
型

コ
ロ
ナ
対
応
の
改
正
特
別
措
置

法
・
改
定
感
染
症
法
で
は
、
入

院
拒
否
や
時
短
要
請
に
従
わ
な

い
場
合
の
「
罰
則
」、
コ
ロ
ナ

患
者
受
け
入
れ
要
請
に
応
じ
な

い
病
院
名
の
公
表
な
ど
が
盛
り

込
ま
れ
ま
し
た
。
世
論
や
野
党

の
強
い
反
対
で
修
正
さ
れ
、
懲

役
や
罰
金
で
は
な
く
「
過
料
」

に
は
止
ま
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
陽
性
判
明
後
す
ぐ
入
院
で
き

ず
自
宅
療
養
中
で
の
患
者
の
急

死
が
相
次
い
で
い
る
状
況
や
、

事
業
者
へ
の
時
短
要
請
は
多
く

の
生
活
困
窮
者
を
つ
く
り
出
し

て
い
る
実
態
と
は
か
け
離
れ
て

お
り
、
法
律
の
実
効
性
に
は
疑

問
が
残
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
対
策

と
言
う
な
ら
、
ま
ず
や
る
べ
き

こ
と
は
「
罰
則
」
よ
り
「
補
償
」

で
す
。

２
面
に
続
く

　

１
月
最
後
の
一
週
間
で
、
秋

厚
労
は
、
県
選
出
の
国
会
議
員

事
務
所
を
訪
れ
、
厚
生
連
病
院

に
対
し
て
、「
公
立
病
院
と
同
等

な
地
方
交
付
税
措
置
・
基
本
診

療
料
の
増
額
・
公
費
に
よ
る
医

療
従
事
者
へ
の
定
期
的
な
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
の
実
施
」
を
求
め
て
要

請
を
行
い
ま
し
た
。

　

衆
参
・
与
野
党
７
名
の
事
務

所
で
は
、
国
会
開
会
中
で
ほ
ぼ

秘
書
対
応
で
し
た
が
、「
厚
生

連
病
院
は
拠
点
病
院
。
地
域
で

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
」
と
、
秋
厚
労
役
員
に
相
槌

を
打
ち
な
が
ら
応
え
て
下
さ
る

方
や
「
要
請
内
容
は
必
ず
議
員

に
届
け
ま
す
」
と
の
返
事
も
頂

き
ま
し
た
。

　

県
の
医
務
薬
事
課
へ
の
要
請

で
は
、
担
当
課
長
が
「
要
請
内

容
は
県
の
総
意
と
し
て
国
に
伝

え
る
。
診
療
報
酬
引
き
上
げ
な

ど
知
事
会
を
通
し
て
要
望
し
て

い
る
」と
回
答
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
民
放
、

秋
田
さ
き
が
け
等
が
取
材
、
中

村
悟
秋
厚
労
執
行
委
員
長
が
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
、
新
聞
報

道
・Ｔ
Ｖ
放
映
さ
れ
ま
し
た

（
写
真
）。

コ
ロ
ナ
対
策
と
言
う
な
ら

公
的
支
援
求
め
、県
と
地
元
国
会
議
員
へ
要
請

公
的
支
援
求
め
、県
と
地
元
国
会
議
員
へ
要
請

Ｔ
Ｖ
の
取
材
に
応
じ
る
中
村
悟
秋
厚
労
委
員
長

NHK秋田で報道された県要請行動

　
２
０
２
０
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
で
労
組
活
動
も
制
限
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
が
、

21
春
闘
ス
タ
ー
ト
を
迎
え
、
一
時
金
減
額
を
取
り
戻
す
闘
い
も
含
め
て
、
賃
金
・

労
働
条
件
改
善
は
〝
待
っ
た
な
し
〞
で
す
。
一
方
で
医
業
収
益
が
下
が
る
中
で
、

国
や
県
に
「
公
助
」
を
訴
え
る
取
り
組
み
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

秋
厚
労

秋
厚
労

財
務
省
資
料
か
ら
作
成

経済構造の転換 60.9%
 11兆6766億円

感染拡大防止策 22.7％
 4兆3581億円

国土強じん化 16.4％
 3兆1414億円

３
次
補
正
の

内
訳

歳出19兆1761億円歳出19兆1761億円

みんなの思いは？みんなの思いは？みんなの思いは？21春闘21春闘21春闘

春闘ワッペン春闘ワッペン
ア
マ
ビ
エ
で
コ
ロ
ナ
退
散

3面記事

完成！

全
厚
連

へ

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
撲
滅
」

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
撲
滅
」

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
撲
滅
」 「

補
償
」

「
罰
則
」

「
補
償
」

「
罰
則
」で
な
く
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●GoToトラベルは医療現場で働く人は利用できる状況ではない。時
間やお金に余裕のある人たちが利用している。本当に困っている人
たちのために税金を使ってほしい。                                 （福島）
●もっと休みを取りやすくしてほしい。有休を好きな時に欲しい。連
休をつけてほしい。人員不足で単発休みばかり                    （富山）
●なぜ人が足りないのに補填されないのか教えて欲しい。正直このま
まの仕事量だと限界なので人を増やしてほしい。そうでないと身が
持ちません。退職も視野に入っています。                            （長野）
●人が少なすぎる。この人数でめいっぱい働いて、ボーナスカットっ
てどういうことですか？生活が成り立ちません。                  （茨城）
●残業のために時間外申請書を書かせないでほしい。残業を取りにく
い環境がある。遊んでいる訳ではないので働いた時間きっちり取り
たい。上司の無言の圧力を感じる。                                     （静岡）
●新型コロナ病棟ができたことで病院全体が人手不足。応援などで人
が足らず、自分たちの勤務や看護が十分に行えない。出歩けない事
へのストレスあり。                                                          （愛知）
●世間は景気が良くなるとボーナス等収入がUPするが、医療は診療報
酬がほとんど変わらず給料には反映しておらず。診療報酬を改善し、
給料をUPして欲しい。医療職は命を削って仕事をしている。   （三重）
●当院は何でも看護師にさせればよいと思っているように感じる。看
護師でなければできないことをもっとできるように、PCの充実や
看護助手の教育、クラークを病棟に置くなど、他の病院を見習って
看護師が働きやすいように考えてもらいたい。                        （徳

全国からのVOICE

13
・
０
時
間
。
17
年
か
ら
比
べ

る
と
若
干
減
少
傾
向
。
脳
・
心

疾
患
の
発
症
と
の
関
係
性
が
強

ま
る
45
時
間
以
上
の
残
業
も

４
・
５
％
と
若
干
の
減
少
傾
向

で
す
。（
グ
ラ
フ
は
40
時
間
以

上
で
記
載
）
し
か
し
、
法
令
違

反
の
疑
い
の
強
ま
る
時
間
外
労

賃
上
げ
要
求
額
年
々
増
加

　

月
の
賃
金
不
足
額
で
は
、

84
・
９
％
が
不
足
し
て
い
る
と

回
答
し
、
不
足
額
の
平
均
は
３

９
，
９
６
８
円
と
約
４
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
賃
上
げ
要
求

で
は
、
平
均
要
求
額
は
２
９
，

１
８
７
円
と
、
こ
こ
５
年
間
で

一
番
高
い
要
求
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。

  残
業
・
不
払
は
減
少
傾
向

引
き
続
き
要
求
し
よ
う
！

　

時
間
外
労
働
の
月
平
均
は

働
80
時
間
以
上
の

回
答
が
82
名
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
長

時
間
労
働
の
速
や

か
な
改
善
を
引
き

続
き
求
め
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
さ

ら
に
、
時
間
外
労

働
の
時
間
が
「
わ
か
ら
な
い
」
と

２
７
９
名
の
回
答
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
や
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
等
の
導
入
で
労
働
時

間
を
適
切
に
管
理
す
る
よ
う
求

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
不
払
い

労
働
の
平
均
は
一
か
月
５
・
０

時
間
。
不
払
い
額
は
お
よ
そ
９

千
円
。
年
間
11
万
円
弱
で
し
た
。

※

月
不
払
い
額
は
全
厚
連
の
デ

ー
タ
・
令
和
元
年
医
師
除
く
全

職
員
所
定
内
給
与
平
均
額
２
８

５
，６
５
８
を
基
に
算
出
。
所

定
労
働
時
間
７
・
５
時
間×

勤

務
日
数
21
日
し
て
計
算
し
た
。

教
育
制
度
や
業
務
改
善
要

求
も
増
加
傾
向

　

職
場
で
特
に
不
満
に
感
じ
る

こ
と
の
回
答
は
、「
賃
金
が
安

い
」、「
人
員
が
少
な
い
」、「
休

暇
が
取
れ
な
い
・
少
な
い
」
の

順
で
多
く
、
例
年
と
同
じ
順
位

で
し
た
。
下
の
グ
ラ
フ
で
示
し

た
よ
う
に
、
教
育
制
度
へ
の
改

善
要
求
と
、
業
務
負
担
の
軽
減

要
求
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
の
賃
上
げ
を

　

厚
生
労
働
省
の
「
２
０
１
９

年
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
」

（
賃
金
セ
ン
サ
ス
）で
は
、全
産
業

平
均
の
所
定
内
賃
金
は
３
０
７
，

７
０
０
円
、
医
療
業
の
所
定
内

賃
金
３
１
９
，２
０
０
円
、
医

師
を
除
く
医
療
業
の
所
定
内
賃

金
３
０
０
，３
２
２
円
、
介
護

２
２
９
，４
７
６
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
人
々
が
日
常
生
活
を

送
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
エ
ッ

セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
で
あ
る

医
療
・
介
護
労
働
者
の
賃
金
が

他
産
業
労
働
者
の
賃
金
よ
り
低

い
よ
う
で
は
、
離
職
が
進
む
と

と
も
に
、
医
療
や
介
護
の
道
に

進
み
た
い
と
い
う
人
も
少
な
く

な
る
で
し
ょ
う
。
感
染
リ
ス
ク

や
今
ま
で
以
上
の
過
重
労
働
の

こ
れ
が
私
た
ち
の
要
求

確
信
も
っ
て
春
闘
交
渉
に
参
加
し
よ
う

こ
れ
が
私
た
ち
の
要
求

確
信
も
っ
て
春
闘
交
渉
に
参
加
し
よ
う

　
21
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
は
21
年
２
月
８
日
時
点
で
、
12
県
１
２
，９
８
２
名
分
が
集
ま
り
ま
し
た
。

昨
年
の
最
終
集
約
数
よ
り
も
２
県
１
，３
０
９
名
多
い
集
約
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト

へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
３
月
中
に
は
各
県
の
ク
ロ
ス
集
計
や
、
産
別
の
デ

ー
タ
が
出
ま
す
が
、
今
回
は
全
厚
労
の
現
時
点
で
の
中
間
集
計
を
掲
載
し
ま
す
。

全
厚
労
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
中
間
集
計

中
で
必
死
に
医
療
現
場
を
支
え

て
い
る
医
療
従
事
者
の
賃
金
の

大
幅
な
賃
上
げ
を
求
め
て
、
や

り
が
い
を
も
っ
て
働
き
続
け
る

こ
と
の
で
き
る
職
場
を
つ
く
る

た
め
の
春
闘
に
し
ま
し
ょ
う
！！

Ａ
．
使
用
者
に
指
示
さ
れ

た
研
修
は
、「
労
働
時
間
」

で
あ
り
、
は
使
用
者
は
賃

金
を
支
払
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。

―
―

電
通
の
高
橋
ま
つ
り

さ
ん
の
過
労
死
を
始
め
と

し
て
長
時
間
労
働
が
社
会

問
題
と
な
り
、
厚
労
省
は

２
０
１
７
年
１
月
に
「
労

働
時
間
の
適
正
な
把
握
の

た
め
に
使
用
者
が
講
ず
べ

き
措
置
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
を
発
出
し
ま
し

た
。
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

で
は
、「
使
用
者
に
は
労

働
時
間
を
適
正
に
把
握
す

る
責
務
が
あ
る
こ
と
」
を

明
確
に
し
、
業
務
上
義
務

と
さ
れ
て
い
る
研
修
等
も

労
働
時
間
と
す
る
よ
う
に

規
定
し
て
い
ま
す
。

　
詳
細
な
説
明
は
、Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
全
厚
労
Ｈ
Ｐ

を
参
照
し
て
下
さ
い
。

研
修
・
研
究
は「
無
給
」な
の
？

研
修
・
研
究
は「
無
給
」な
の
？

Ｑ
＆
Ａ
で
学
ぶ
労
働
基
準
法

Ｑ
＆
Ａ
で
学
ぶ
労
働
基
準
法

Ｑ
＆
Ａ
で
学
ぶ
労
働
基
準
法
第
３
回

Ｑ
．
師
長
か
ら
、「
自
己
啓
発
の
た
め
に
も
、
こ
の

研
修
を
受
け
る
こ
と
」と
指
示
さ
れ
、参
加
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
後
日
研
修
に
参
加
し
た
時
間
が
残
業
と

は
さ
れ
ず
に
、
無
給
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

「
自
己
啓
発
」
な
の
で
、
し
ょ
う
が
な
い
の
で
し
ょ

う
か
？

　

２
月
５
日
、
第
３
回
中
央
執
行
委

員
会
の
学
習
講
演
で
は
、
青
龍
美
和

子
弁
護
士
（
東
京
法
律
事
務
所
）
に
、

非
正
規
労
働
者
の
均
等
・
均
衡
待
遇

を
め
ぐ
る
法
制
度
の
歴
史
や
契
機
と

な
っ
た
事
件
の
概
要
を
紹
介
し
て
頂

き
ま
し
た
。

　

２
０
１
８
年
の
「
働
き
方
改
革
」で
、

パ
ー
ト
労
働
法
と
労
働
契
約
法
20
条

が
「
パ
ー
ト
・
有
期
労
働
法
」
と
な
り
、

不
合
理
な
待
遇
や
差
別
的
取
扱
い
の

禁
止
、
待
遇
差
の
内
容
や
理
由
な
ど

に
つ
い
て
使
用
者
へ
の
説
明
義

務
が
課
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
紛

争
解
決
の
促
進
に
労
働
局
で
の
あ
っ

せ
ん
や
助
言
指
導
な
ど
が
有
期
雇
用

者
に
も
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

地
下
鉄
売
店
「
メ
ト
ロ
コ
マ
ー
ス
」

事
件
の
最
高
裁
判
決
で
は
退
職
金
な

ど
金
額
の
大
き
い
も
の
は
認
め
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
日
本
郵
便
事
件
で

は
契
約
社
員
に
支
給
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
住
居
手
当
や
扶
養
手
当
等
の
不

合
理
が
認
め
ら
れ
る
な
ど
、
手
当
の

面
で
は
大
き
な
成
果
が
上
が
っ
て
い

ま
す
。

　

青
龍
氏
は
、
裁
判
で
た
た
か
う
こ

と
で
報
道
を
み
た
人
が
「
自
分
に
も

当
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
か
」
と
声

を
上
げ
る
こ
と
や
、
全
労
災
（
全
国

労
災
病
院
労
働
組
合
）
が
団
体
交
渉

で
日
本
郵
便
の
判
決
を
武
器
に
要
求

し
、
多
く
の
手
当
を
勝
ち
取
っ
た
こ

と
か
ら
、
成
果
を
共
有
し
交
流
す
る

こ
と
で
、
他
の
組
合
で
も
取
り
組
み

を
進
め
て
ほ
し
い

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

（
講
演
詳
細
は
全

厚
労
Ｈ
Ｐ
へ
）

　

第
１
回
女
性
委
員
会
の
ミ
ニ
学
習

会
で
は
現
在
全
労
連
専
任
オ
ル
グ
で
、

全
労
連
副
議
長
・
女
性
部
長
も
務
め

ら
れ
た
長
尾
ゆ

り
さ
ん
を
お
呼

び
し
、
コ
ロ
ナ

禍
で
浮
き
彫
り

と
な
っ
た
ジ
ェ

ン
ダ
ー
差
別
に

つ
い
て
お
話
し

頂
き
ま
し
た
。

　

―

い
ま
日
本
の
女
性

労
働
者
の
６
割
が
非
正

規
雇
用
で
、
コ
ロ
ナ
不

況
の
雇
用
の
調
整
弁
と
し
て
切
り
捨

て
ら
れ
て
い
ま
す
。
解
雇
・
雇
止
め

な
ど
昨
年
春
か
ら
相
談
が
増
え
、
新

し
く
労
働
組
合
が
出
来
て
い
ま
す
。

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
の
社
会
を
目

指
す
こ
と
は
、
一
人
ひ
と
り
が
人
間

と
し
て
大
切
に
さ
れ
る
社
会
で
、
組

合
の
理
念
に
も
繋
が
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
２
０
１
９
年

の
日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
度
は
１

５
３
か
国
中
１
２
１
位
、
国
会
議
員

の
男
女
比
率
は
１
９
３
か
国
中
１

６
５
位
と
、
女
性
が
活
躍
す
る
世

界
の
流
れ
か
ら
は
置
き
去
り
に
さ

れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
対
策
が
進

ん
で
い
る
国
々
の
中
に
は
、
ド
イ

ツ
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
な
ど
女
性
首
相
の
国
も
多
く
、

女
性
が
多
く
議
会
に
入
り
多
様
な

意
見
が
交
わ
さ
れ
る
こ
と
で
有
効

な
意
見
も
出
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

（
講
演
詳
細
は
全

厚
労
Ｈ
Ｐ
へ
）

　20年12月3日、全厚連は各県厚生連に対して、「『ハラスメント撲滅宣言（例）』の送付について」
とする通知を発出しました。20年6月より「働き方改革」関連の一環として、職場におけるパ
ワーハラスメント防止のため、事業主が必要な措置を講じることが義務化されましたが、全厚
労は数年来、職場で多発しているハラスメント事例や問題を指摘し、全厚連として、ハラスメ
ント撲滅へのトップメッセージを出すように要求してきました。現に日赤本社（赤十字）や労
働者健康安全機構（労災病院）では、社長、理事長の訴えやメッセージが出されています。
　既に福島県厚生連のように「ハラスメント防止ポスター」を各部署に掲示する取り組みがな
されているところもありますが、この「撲滅宣言（例）」を活用して、職場からあらゆるハラス
メントを一掃させていきましょう。

ハラスメント撲滅宣言（例）・概要
職場におけるハラスメントについて

▷職場におけるハラスメントは、人格や尊厳を傷つける行為です。当会は、ハラスメ
ント行為は断じて許せません。
▷当会は、ハラスメントのない、また、すべての職員が尊重し合える、安全で快適な
職場づくりに取り組んでいきます。

パ
ー
ト
有
期
法
で
待
遇
改
善
へ

日
本
郵
便
事
件
勝
訴
を
紹
介

す
る
青
龍
先
生
（
右
上
）

コ
ロ
ナ
禍

コ
ロ
ナ
禍
女
性
の
声
い
ま
こ
そ

女
性
の
声
い
ま
こ
そ

全厚連「ハラスメント撲滅宣言（例）」を各県連へ通知

職場のハラスメントを一掃させよう！職場のハラスメントを一掃させよう！職場のハラスメントを一掃させよう！

○○年○月○日
○○厚生農業協同組合連合会
代表理事○○　□□□□

ハラスメント相談窓口　○○○

 
１
面
よ
り
続
く

　

１
月
15
日
に
は
、
全
厚
労
21

春
闘
討
論
集
会
（
中
央
委
員

会
）
を
ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
開
催
し
、

21
春
闘
方
針
と
し
て
「
８
時
間

労
働
で
暮
ら
せ
る
賃
金
と
労
働

条
件
」
の
獲
得
目
標
を
確
認
し

ま
し
た
。

　

春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
生
活

実
感
か
ら
の
不
足
額
も
大
き
く

変
わ
ら
ず
平
均
４
万
円
の
回
答
。

時
間
外
手
当
や
夜
勤
手
当
等
で

構
成
さ
れ
る
所
定
外
給
与
は
、

全
厚
連
の
デ
ー
タ
で
約
４
・
４

万
円
（
19
年
度
・
医
療
事
業
連

で
医
師
を
除
く
全
職
員
の
平

均
）
と
な
っ
て
お
り
、
１
日
８

時
間
労
働
で
生
活
す
る
た
め
に

は
、
基
本
給
や
所
定
内
手
当
で

４
万
円
の
賃
上
げ
が
必
要
で
す
。

　

労
働
条
件
改
善
の
第
一
歩
は
、

「
不
払
い
残
業
を
な
く
す
」こ
と
。

そ
の
た
め
に
は
使
用
者
に
労
働

時
間
管
理
を
し
っ
か
り
と
行
わ

せ
る
と
と
も
に
人
員
確
保
に
向

け
て
年
休
未
消
化
や
夜
勤
協
定

が
守
ら
れ
て
い
な
い
事
な
ど
、

人
員
不
足
の
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

医
療
・
介
護
従
事
者
の
処
遇

改
善
に
は
、
国
に
よ
る
財
政
補

填
や
基
本
診
療
料
の
引
き
上
げ

が
不
可
欠
で
、
議
員
や
行
政
へ

の
働
き
か
け
が
必
要
で
す
。
今

年
中
に
は
衆
議
院
選
挙
が
行
わ

れ
る
こ
と
も
あ
り
、
有
権
者
の

声
に
敏
感
に
な
っ
て
い
る
今
が

転
換
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　

同
じ
く
春
闘
討
論
集
会
で
行

わ
れ
た
学
習
講
演
で
、
本
田
宏

氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
医
療
制
度

研
究
会
副
理
事
長
、外
科
医
）は
、

「
そ
も
そ
も
日
本
は
、Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

平
均
よ
り
、
未
だ
に
13
万
人
の

医
師
が
不
足
（
18
年
時
の
比

較
）
し
て
い
る
の
に
、
医
師
抑

制
政
策
を
採
り
続
け
て
い
る
」

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
感
染
症
対

策
に
必
要
な
感
染
症
専
門
医
が
、

「
日
本
感
染
症
学
会
で
も
10
年

前
に
３
〜
４
千
人
の
専
門
医
が

必
要
と
の
提
言
を
行
っ
て
き
た

な
か
で
、
１
６
３
１
人
（
21
年

１
月
15
日
現
在
）
と
未
だ
に
２

千
人
以
上
不
足
し
て
い
る
実
態

が
放
置
さ
れ
て
い
る
」
と
指
摘

し
ま
し
た
。

　

感
染
症
病
床
の
大
多
数
を
占

め
る
公
立
・
公
的
病
院
で
、
コ

ロ
ナ
患
者
を
受
け
入
れ
て
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
19
年
９
月
に

厚
労
省
が
公
表
し
た
「
公
立
・

公
的
統
廃
合
４
２
４
病
院
リ
ス

ト
」
の
取
り
下
げ
ど
こ
ろ
か
、

病
床
削
減
へ
向
け
て
補
助
金
を

出
す
と
い
う
真
逆
の
政
策
を
取

り
続
け
て
い
ま
す
。

　

本
田
氏
は
講
演
の
最
後
に
、

昨
年
４
月
に
亡
く
な
ら
れ
た

Ｃ
・Ｗ
・
ニ
コ
ル
氏
（
作
家
・
環

境
保
護
活
動
家
）
の
言
葉
を
紹

介
。「
い
い
人
が
黙
る
か
ら
と

ん
で
も
な
い
破
壊
が
続
く
」
と

（
左
図
参
照
）。

　

コ
ロ
ナ
で
開
催
が
危
ぶ
ま
れ

る
夏
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
巡
っ
て
も
、

組
織
委
員
会
会
長
で
あ
る
森
喜

朗
元
総
理
が
「
ど
う
い
う
形
で

も
必
ず
や
る
」
と
言
っ
た
こ
と

で
波
紋
が
起
き
ま
し
た
。
続
く

「
女
性
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
い

る
理
事
会
は
時
間

が
か
か
る
」
と
の

女
性
差
別
発
言
に
、

国
際
的
に
も
抗
議

の
声
が
上
が
る
中

で
、
多
く
の
女
性

た
ち
の
「
＃
わ
き

ま
え
な
い
女
」
の

ツ
ィ
ー
ト
も
あ
り
、 

Ｉ
Ｏ
Ｃ
も
一
度
は

「
決
着
し
た
」
と
し

た
森
発
言
に
「
五

輪
憲
章
に
照
ら
し

て
も
不
適
切
」
と

態
度
を
一
変
し
ま
し
た
。

　

ア
ス
リ
ー
ト
の
為
末
大
選
手

も
、「
個
人
は
声
を
出
す
勇
気

を
持
ち
、
理
想
を
描
き
き
ち
ん

と
現
実
を
変
え
て
い
け
る
社
会

を
作
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

こ
の
未
曾
有
の
危
機
の
中
で
、

過
去
と
全
く
同
じ
社
会
に
戻
る

こ
と
は
到
底
出
来
ま
せ
ん
。
新

し
い
社
会
を
ど
う
つ
く
る
の
か
、

一
人
ひ
と
り
が
考
え
、
発
言
・

行
動
す
る
時
期
に
来
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

い
い
人
が
黙
る
か
ら
と
ん
で
も
な
い
破
壊
が
続
く

僕
は
日
本
の
た
め
に
戦
い
ま
す
よ…

…
…

Ｃ
・Ｗ
ニ
コ
ル

い
い
人
が
黙
る
か
ら
と
ん
で
も
な
い
破
壊
が
続
く

僕
は
日
本
の
た
め
に
戦
い
ま
す
よ…

…
…

Ｃ
・Ｗ
ニ
コ
ル

本田宏氏の講演資料から

今
が
転
換
の
チ
ャ
ン
ス

30,000
29,000
28,000
27,000
26,000

（円） 平均要求額

17年 18年 19年 20年 21年

6.0
5.5
5.0
4.5
4.0

（％） 教育制度がよくない

17年 18年 19年 20年 21年

6.0
5.0
4.0
3.0
2.0
1.0

（時間） 月の時間外平均

17年 18年 19年 20年 21年

8.0
6.0
4.0
2.0
0.0

（％） 45時間以上の残業

17年 18年 19年 20年 21年

20.0

18.0

16.0

14.0

（％） 仕事がきつい

17年 18年 19年 20年 21年

（3） 2021年２月20日 第487号全 厚 労 ニ ュ ー ス （2）2021年２月20日 第487号全 厚 労 ニ ュ ー ス



●GoToトラベルは医療現場で働く人は利用できる状況ではない。時
間やお金に余裕のある人たちが利用している。本当に困っている人
たちのために税金を使ってほしい。                                 （福島）
●もっと休みを取りやすくしてほしい。有休を好きな時に欲しい。連
休をつけてほしい。人員不足で単発休みばかり                    （富山）
●なぜ人が足りないのに補填されないのか教えて欲しい。正直このま
まの仕事量だと限界なので人を増やしてほしい。そうでないと身が
持ちません。退職も視野に入っています。                            （長野）
●人が少なすぎる。この人数でめいっぱい働いて、ボーナスカットっ
てどういうことですか？生活が成り立ちません。                  （茨城）
●残業のために時間外申請書を書かせないでほしい。残業を取りにく
い環境がある。遊んでいる訳ではないので働いた時間きっちり取り
たい。上司の無言の圧力を感じる。                                     （静岡）
●新型コロナ病棟ができたことで病院全体が人手不足。応援などで人
が足らず、自分たちの勤務や看護が十分に行えない。出歩けない事
へのストレスあり。                                                          （愛知）
●世間は景気が良くなるとボーナス等収入がUPするが、医療は診療報
酬がほとんど変わらず給料には反映しておらず。診療報酬を改善し、
給料をUPして欲しい。医療職は命を削って仕事をしている。   （三重）
●当院は何でも看護師にさせればよいと思っているように感じる。看
護師でなければできないことをもっとできるように、PCの充実や
看護助手の教育、クラークを病棟に置くなど、他の病院を見習って
看護師が働きやすいように考えてもらいたい。                        （徳

全国からのVOICE

13
・
０
時
間
。
17
年
か
ら
比
べ

る
と
若
干
減
少
傾
向
。
脳
・
心

疾
患
の
発
症
と
の
関
係
性
が
強

ま
る
45
時
間
以
上
の
残
業
も

４
・
５
％
と
若
干
の
減
少
傾
向

で
す
。（
グ
ラ
フ
は
40
時
間
以

上
で
記
載
）
し
か
し
、
法
令
違

反
の
疑
い
の
強
ま
る
時
間
外
労

賃
上
げ
要
求
額
年
々
増
加

　

月
の
賃
金
不
足
額
で
は
、

84
・
９
％
が
不
足
し
て
い
る
と

回
答
し
、
不
足
額
の
平
均
は
３

９
，
９
６
８
円
と
約
４
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
賃
上
げ
要
求

で
は
、
平
均
要
求
額
は
２
９
，

１
８
７
円
と
、
こ
こ
５
年
間
で

一
番
高
い
要
求
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。

  残
業
・
不
払
は
減
少
傾
向

引
き
続
き
要
求
し
よ
う
！

　

時
間
外
労
働
の
月
平
均
は

働
80
時
間
以
上
の

回
答
が
82
名
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
長

時
間
労
働
の
速
や

か
な
改
善
を
引
き

続
き
求
め
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
さ

ら
に
、
時
間
外
労

働
の
時
間
が
「
わ
か
ら
な
い
」
と

２
７
９
名
の
回
答
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
や
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
等
の
導
入
で
労
働
時

間
を
適
切
に
管
理
す
る
よ
う
求

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
不
払
い

労
働
の
平
均
は
一
か
月
５
・
０

時
間
。
不
払
い
額
は
お
よ
そ
９

千
円
。
年
間
11
万
円
弱
で
し
た
。

※

月
不
払
い
額
は
全
厚
連
の
デ

ー
タ
・
令
和
元
年
医
師
除
く
全

職
員
所
定
内
給
与
平
均
額
２
８

５
，６
５
８
を
基
に
算
出
。
所

定
労
働
時
間
７
・
５
時
間×

勤

務
日
数
21
日
し
て
計
算
し
た
。

教
育
制
度
や
業
務
改
善
要

求
も
増
加
傾
向

　

職
場
で
特
に
不
満
に
感
じ
る

こ
と
の
回
答
は
、「
賃
金
が
安

い
」、「
人
員
が
少
な
い
」、「
休

暇
が
取
れ
な
い
・
少
な
い
」
の

順
で
多
く
、
例
年
と
同
じ
順
位

で
し
た
。
下
の
グ
ラ
フ
で
示
し

た
よ
う
に
、
教
育
制
度
へ
の
改

善
要
求
と
、
業
務
負
担
の
軽
減

要
求
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
の
賃
上
げ
を

　

厚
生
労
働
省
の
「
２
０
１
９

年
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
」

（
賃
金
セ
ン
サ
ス
）で
は
、全
産
業

平
均
の
所
定
内
賃
金
は
３
０
７
，

７
０
０
円
、
医
療
業
の
所
定
内

賃
金
３
１
９
，２
０
０
円
、
医

師
を
除
く
医
療
業
の
所
定
内
賃

金
３
０
０
，３
２
２
円
、
介
護

２
２
９
，４
７
６
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
人
々
が
日
常
生
活
を

送
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
エ
ッ

セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
で
あ
る

医
療
・
介
護
労
働
者
の
賃
金
が

他
産
業
労
働
者
の
賃
金
よ
り
低

い
よ
う
で
は
、
離
職
が
進
む
と

と
も
に
、
医
療
や
介
護
の
道
に

進
み
た
い
と
い
う
人
も
少
な
く

な
る
で
し
ょ
う
。
感
染
リ
ス
ク

や
今
ま
で
以
上
の
過
重
労
働
の

こ
れ
が
私
た
ち
の
要
求

確
信
も
っ
て
春
闘
交
渉
に
参
加
し
よ
う

こ
れ
が
私
た
ち
の
要
求

確
信
も
っ
て
春
闘
交
渉
に
参
加
し
よ
う

　
21
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
は
21
年
２
月
８
日
時
点
で
、
12
県
１
２
，９
８
２
名
分
が
集
ま
り
ま
し
た
。

昨
年
の
最
終
集
約
数
よ
り
も
２
県
１
，３
０
９
名
多
い
集
約
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト

へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
３
月
中
に
は
各
県
の
ク
ロ
ス
集
計
や
、
産
別
の
デ

ー
タ
が
出
ま
す
が
、
今
回
は
全
厚
労
の
現
時
点
で
の
中
間
集
計
を
掲
載
し
ま
す
。

全
厚
労
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
中
間
集
計

中
で
必
死
に
医
療
現
場
を
支
え

て
い
る
医
療
従
事
者
の
賃
金
の

大
幅
な
賃
上
げ
を
求
め
て
、
や

り
が
い
を
も
っ
て
働
き
続
け
る

こ
と
の
で
き
る
職
場
を
つ
く
る

た
め
の
春
闘
に
し
ま
し
ょ
う
！！

Ａ
．
使
用
者
に
指
示
さ
れ

た
研
修
は
、「
労
働
時
間
」

で
あ
り
、
は
使
用
者
は
賃

金
を
支
払
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。

―
―

電
通
の
高
橋
ま
つ
り

さ
ん
の
過
労
死
を
始
め
と

し
て
長
時
間
労
働
が
社
会

問
題
と
な
り
、
厚
労
省
は

２
０
１
７
年
１
月
に
「
労

働
時
間
の
適
正
な
把
握
の

た
め
に
使
用
者
が
講
ず
べ

き
措
置
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
を
発
出
し
ま
し

た
。
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

で
は
、「
使
用
者
に
は
労

働
時
間
を
適
正
に
把
握
す

る
責
務
が
あ
る
こ
と
」
を

明
確
に
し
、
業
務
上
義
務

と
さ
れ
て
い
る
研
修
等
も

労
働
時
間
と
す
る
よ
う
に

規
定
し
て
い
ま
す
。

　
詳
細
な
説
明
は
、Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
全
厚
労
Ｈ
Ｐ

を
参
照
し
て
下
さ
い
。

研
修
・
研
究
は「
無
給
」な
の
？

研
修
・
研
究
は「
無
給
」な
の
？

Ｑ
＆
Ａ
で
学
ぶ
労
働
基
準
法

Ｑ
＆
Ａ
で
学
ぶ
労
働
基
準
法

Ｑ
＆
Ａ
で
学
ぶ
労
働
基
準
法
第
３
回

Ｑ
．
師
長
か
ら
、「
自
己
啓
発
の
た
め
に
も
、
こ
の

研
修
を
受
け
る
こ
と
」と
指
示
さ
れ
、参
加
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
後
日
研
修
に
参
加
し
た
時
間
が
残
業
と

は
さ
れ
ず
に
、
無
給
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

「
自
己
啓
発
」
な
の
で
、
し
ょ
う
が
な
い
の
で
し
ょ

う
か
？

　

２
月
５
日
、
第
３
回
中
央
執
行
委

員
会
の
学
習
講
演
で
は
、
青
龍
美
和

子
弁
護
士
（
東
京
法
律
事
務
所
）
に
、

非
正
規
労
働
者
の
均
等
・
均
衡
待
遇

を
め
ぐ
る
法
制
度
の
歴
史
や
契
機
と

な
っ
た
事
件
の
概
要
を
紹
介
し
て
頂

き
ま
し
た
。

　

２
０
１
８
年
の
「
働
き
方
改
革
」で
、

パ
ー
ト
労
働
法
と
労
働
契
約
法
20
条

が
「
パ
ー
ト
・
有
期
労
働
法
」
と
な
り
、

不
合
理
な
待
遇
や
差
別
的
取
扱
い
の

禁
止
、
待
遇
差
の
内
容
や
理
由
な
ど

に
つ
い
て
使
用
者
へ
の
説
明
義

務
が
課
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
紛

争
解
決
の
促
進
に
労
働
局
で
の
あ
っ

せ
ん
や
助
言
指
導
な
ど
が
有
期
雇
用

者
に
も
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

地
下
鉄
売
店
「
メ
ト
ロ
コ
マ
ー
ス
」

事
件
の
最
高
裁
判
決
で
は
退
職
金
な

ど
金
額
の
大
き
い
も
の
は
認
め
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
日
本
郵
便
事
件
で

は
契
約
社
員
に
支
給
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
住
居
手
当
や
扶
養
手
当
等
の
不

合
理
が
認
め
ら
れ
る
な
ど
、
手
当
の

面
で
は
大
き
な
成
果
が
上
が
っ
て
い

ま
す
。

　

青
龍
氏
は
、
裁
判
で
た
た
か
う
こ

と
で
報
道
を
み
た
人
が
「
自
分
に
も

当
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
か
」
と
声

を
上
げ
る
こ
と
や
、
全
労
災
（
全
国

労
災
病
院
労
働
組
合
）
が
団
体
交
渉

で
日
本
郵
便
の
判
決
を
武
器
に
要
求

し
、
多
く
の
手
当
を
勝
ち
取
っ
た
こ

と
か
ら
、
成
果
を
共
有
し
交
流
す
る

こ
と
で
、
他
の
組
合
で
も
取
り
組
み

を
進
め
て
ほ
し
い

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

（
講
演
詳
細
は
全

厚
労
Ｈ
Ｐ
へ
）

　

第
１
回
女
性
委
員
会
の
ミ
ニ
学
習

会
で
は
現
在
全
労
連
専
任
オ
ル
グ
で
、

全
労
連
副
議
長
・
女
性
部
長
も
務
め

ら
れ
た
長
尾
ゆ

り
さ
ん
を
お
呼

び
し
、
コ
ロ
ナ

禍
で
浮
き
彫
り

と
な
っ
た
ジ
ェ

ン
ダ
ー
差
別
に

つ
い
て
お
話
し

頂
き
ま
し
た
。

　

―

い
ま
日
本
の
女
性

労
働
者
の
６
割
が
非
正

規
雇
用
で
、
コ
ロ
ナ
不

況
の
雇
用
の
調
整
弁
と
し
て
切
り
捨

て
ら
れ
て
い
ま
す
。
解
雇
・
雇
止
め

な
ど
昨
年
春
か
ら
相
談
が
増
え
、
新

し
く
労
働
組
合
が
出
来
て
い
ま
す
。

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
の
社
会
を
目

指
す
こ
と
は
、
一
人
ひ
と
り
が
人
間

と
し
て
大
切
に
さ
れ
る
社
会
で
、
組

合
の
理
念
に
も
繋
が
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
２
０
１
９
年

の
日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
度
は
１

５
３
か
国
中
１
２
１
位
、
国
会
議
員

の
男
女
比
率
は
１
９
３
か
国
中
１

６
５
位
と
、
女
性
が
活
躍
す
る
世

界
の
流
れ
か
ら
は
置
き
去
り
に
さ

れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
対
策
が
進

ん
で
い
る
国
々
の
中
に
は
、
ド
イ

ツ
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
な
ど
女
性
首
相
の
国
も
多
く
、

女
性
が
多
く
議
会
に
入
り
多
様
な

意
見
が
交
わ
さ
れ
る
こ
と
で
有
効

な
意
見
も
出
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

（
講
演
詳
細
は
全

厚
労
Ｈ
Ｐ
へ
）

　20年12月3日、全厚連は各県厚生連に対して、「『ハラスメント撲滅宣言（例）』の送付について」
とする通知を発出しました。20年6月より「働き方改革」関連の一環として、職場におけるパ
ワーハラスメント防止のため、事業主が必要な措置を講じることが義務化されましたが、全厚
労は数年来、職場で多発しているハラスメント事例や問題を指摘し、全厚連として、ハラスメ
ント撲滅へのトップメッセージを出すように要求してきました。現に日赤本社（赤十字）や労
働者健康安全機構（労災病院）では、社長、理事長の訴えやメッセージが出されています。
　既に福島県厚生連のように「ハラスメント防止ポスター」を各部署に掲示する取り組みがな
されているところもありますが、この「撲滅宣言（例）」を活用して、職場からあらゆるハラス
メントを一掃させていきましょう。

ハラスメント撲滅宣言（例）・概要
職場におけるハラスメントについて

▷職場におけるハラスメントは、人格や尊厳を傷つける行為です。当会は、ハラスメ
ント行為は断じて許せません。
▷当会は、ハラスメントのない、また、すべての職員が尊重し合える、安全で快適な
職場づくりに取り組んでいきます。

パ
ー
ト
有
期
法
で
待
遇
改
善
へ

日
本
郵
便
事
件
勝
訴
を
紹
介

す
る
青
龍
先
生
（
右
上
）

コ
ロ
ナ
禍

コ
ロ
ナ
禍
女
性
の
声
い
ま
こ
そ

女
性
の
声
い
ま
こ
そ

全厚連「ハラスメント撲滅宣言（例）」を各県連へ通知

職場のハラスメントを一掃させよう！職場のハラスメントを一掃させよう！職場のハラスメントを一掃させよう！

○○年○月○日
○○厚生農業協同組合連合会
代表理事○○　□□□□

ハラスメント相談窓口　○○○

 

１
面
よ
り
続
く

　

１
月
15
日
に
は
、
全
厚
労
21

春
闘
討
論
集
会
（
中
央
委
員

会
）
を
ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
開
催
し
、

21
春
闘
方
針
と
し
て
「
８
時
間

労
働
で
暮
ら
せ
る
賃
金
と
労
働

条
件
」
の
獲
得
目
標
を
確
認
し

ま
し
た
。

　

春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
生
活

実
感
か
ら
の
不
足
額
も
大
き
く

変
わ
ら
ず
平
均
４
万
円
の
回
答
。

時
間
外
手
当
や
夜
勤
手
当
等
で

構
成
さ
れ
る
所
定
外
給
与
は
、

全
厚
連
の
デ
ー
タ
で
約
４
・
４

万
円
（
19
年
度
・
医
療
事
業
連

で
医
師
を
除
く
全
職
員
の
平

均
）
と
な
っ
て
お
り
、
１
日
８

時
間
労
働
で
生
活
す
る
た
め
に

は
、
基
本
給
や
所
定
内
手
当
で

４
万
円
の
賃
上
げ
が
必
要
で
す
。

　

労
働
条
件
改
善
の
第
一
歩
は
、

「
不
払
い
残
業
を
な
く
す
」こ
と
。

そ
の
た
め
に
は
使
用
者
に
労
働

時
間
管
理
を
し
っ
か
り
と
行
わ

せ
る
と
と
も
に
人
員
確
保
に
向

け
て
年
休
未
消
化
や
夜
勤
協
定

が
守
ら
れ
て
い
な
い
事
な
ど
、

人
員
不
足
の
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

医
療
・
介
護
従
事
者
の
処
遇

改
善
に
は
、
国
に
よ
る
財
政
補

填
や
基
本
診
療
料
の
引
き
上
げ

が
不
可
欠
で
、
議
員
や
行
政
へ

の
働
き
か
け
が
必
要
で
す
。
今

年
中
に
は
衆
議
院
選
挙
が
行
わ

れ
る
こ
と
も
あ
り
、
有
権
者
の

声
に
敏
感
に
な
っ
て
い
る
今
が

転
換
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　

同
じ
く
春
闘
討
論
集
会
で
行

わ
れ
た
学
習
講
演
で
、
本
田
宏

氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
医
療
制
度

研
究
会
副
理
事
長
、外
科
医
）は
、

「
そ
も
そ
も
日
本
は
、Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

平
均
よ
り
、
未
だ
に
13
万
人
の

医
師
が
不
足
（
18
年
時
の
比

較
）
し
て
い
る
の
に
、
医
師
抑

制
政
策
を
採
り
続
け
て
い
る
」

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
感
染
症
対

策
に
必
要
な
感
染
症
専
門
医
が
、

「
日
本
感
染
症
学
会
で
も
10
年

前
に
３
〜
４
千
人
の
専
門
医
が

必
要
と
の
提
言
を
行
っ
て
き
た

な
か
で
、
１
６
３
１
人
（
21
年

１
月
15
日
現
在
）
と
未
だ
に
２

千
人
以
上
不
足
し
て
い
る
実
態

が
放
置
さ
れ
て
い
る
」
と
指
摘

し
ま
し
た
。

　

感
染
症
病
床
の
大
多
数
を
占

め
る
公
立
・
公
的
病
院
で
、
コ

ロ
ナ
患
者
を
受
け
入
れ
て
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
19
年
９
月
に

厚
労
省
が
公
表
し
た
「
公
立
・

公
的
統
廃
合
４
２
４
病
院
リ
ス

ト
」
の
取
り
下
げ
ど
こ
ろ
か
、

病
床
削
減
へ
向
け
て
補
助
金
を

出
す
と
い
う
真
逆
の
政
策
を
取

り
続
け
て
い
ま
す
。

　

本
田
氏
は
講
演
の
最
後
に
、

昨
年
４
月
に
亡
く
な
ら
れ
た

Ｃ
・Ｗ
・
ニ
コ
ル
氏
（
作
家
・
環

境
保
護
活
動
家
）
の
言
葉
を
紹

介
。「
い
い
人
が
黙
る
か
ら
と

ん
で
も
な
い
破
壊
が
続
く
」
と

（
左
図
参
照
）。

　

コ
ロ
ナ
で
開
催
が
危
ぶ
ま
れ

る
夏
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
巡
っ
て
も
、

組
織
委
員
会
会
長
で
あ
る
森
喜

朗
元
総
理
が
「
ど
う
い
う
形
で

も
必
ず
や
る
」
と
言
っ
た
こ
と

で
波
紋
が
起
き
ま
し
た
。
続
く

「
女
性
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
い

る
理
事
会
は
時
間

が
か
か
る
」
と
の

女
性
差
別
発
言
に
、

国
際
的
に
も
抗
議

の
声
が
上
が
る
中

で
、
多
く
の
女
性

た
ち
の
「
＃
わ
き

ま
え
な
い
女
」
の

ツ
ィ
ー
ト
も
あ
り
、 

Ｉ
Ｏ
Ｃ
も
一
度
は

「
決
着
し
た
」
と
し

た
森
発
言
に
「
五

輪
憲
章
に
照
ら
し

て
も
不
適
切
」
と

態
度
を
一
変
し
ま
し
た
。

　

ア
ス
リ
ー
ト
の
為
末
大
選
手

も
、「
個
人
は
声
を
出
す
勇
気

を
持
ち
、
理
想
を
描
き
き
ち
ん

と
現
実
を
変
え
て
い
け
る
社
会

を
作
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

こ
の
未
曾
有
の
危
機
の
中
で
、

過
去
と
全
く
同
じ
社
会
に
戻
る

こ
と
は
到
底
出
来
ま
せ
ん
。
新

し
い
社
会
を
ど
う
つ
く
る
の
か
、

一
人
ひ
と
り
が
考
え
、
発
言
・

行
動
す
る
時
期
に
来
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

い
い
人
が
黙
る
か
ら
と
ん
で
も
な
い
破
壊
が
続
く

僕
は
日
本
の
た
め
に
戦
い
ま
す
よ…

…
…

Ｃ
・Ｗ
ニ
コ
ル

い
い
人
が
黙
る
か
ら
と
ん
で
も
な
い
破
壊
が
続
く

僕
は
日
本
の
た
め
に
戦
い
ま
す
よ…

…
…

Ｃ
・Ｗ
ニ
コ
ル

本田宏氏の講演資料から

今
が
転
換
の
チ
ャ
ン
ス

30,000
29,000
28,000
27,000
26,000

（円） 平均要求額

17年 18年 19年 20年 21年

6.0
5.5
5.0
4.5
4.0

（％） 教育制度がよくない

17年 18年 19年 20年 21年

6.0
5.0
4.0
3.0
2.0
1.0

（時間） 月の時間外平均

17年 18年 19年 20年 21年

8.0
6.0
4.0
2.0
0.0

（％） 45時間以上の残業

17年 18年 19年 20年 21年

20.0

18.0

16.0

14.0

（％） 仕事がきつい

17年 18年 19年 20年 21年
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当
選
者
（
読
者
の
声
掲
載
者
含
む
）
15
名
様
に
図
書
（
ク
オ
）
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す

答
え
と
本
紙
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
下
記
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

当
選
の
結
果
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
11
月
号
の
答
え
は
「
ジ
ョ
ヤ
ノ
カ
ネ
」
で
、

当
選
倍
率
は
３
・
１
倍
（
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
聞
か
せ
て
、
読
者
の
声
計
15
名
当
選
）
で
し
た
。

　

昨
年
コ
ロ
ナ
禍
で

第
二
子
と
な
る
長
女

を
出
産
し
て
早
半

年
。
面
会
制
限
や
感

染
対
策
は
も
ち
ろ
ん
、

コ
ロ
ナ
が
母
子
に
及
ぼ

す
影
響
が
ま
だ
ま
だ

分
か
ら
な
い
中
で
、

絶
対
感
染
し
て
は
い

け
な
い
と
い
う
心
理

的
ス
ト
レ
ス
は
今
思
え

ば
相
当
の
も
の
だ
っ

た
。
現
在
は
半
年
前

よ
り
病
床
は
ひ
っ
迫

し
、
医
療
崩
壊
が
起

こ
っ
て
い
る
。
世
界
中
か
ら
笑
わ

れ
た
失
策
の
ア
ベ
ノ
マ
ス
ク
や
、Ｇｏ

Ｔｏ
で
の
旅
行
や
外
食
の
推
奨
が

感
染
拡
大
の
一
助
に
な
っ
た
こ
と
は

明
ら
か
。焼
肉
で
会
食
す
る
首
相
、

銀
座
で
飲
み
歩
く
国
会
議
員
、
こ

ん
な
人
た
ち
が
今
の
医
療
政
策
の

舵
を
取
っ
て
い
る
。         （
Ｏ
Ｋ
）

教宣部の教宣部の教宣部の つぶやき

　今回は、熊谷総合病院労働組合の執行委員の
小板初美さんをご紹介します。
　小板さんは回復期リハビリ病棟で看護師とし
て勤務されています。現在は執行委員として２
年目ですが、11年前にも執行委員としての経験
があり、とても頼れる存在です。病棟ではリー
ダー業務をこなし、スタッフからの信頼も厚く、
いつも笑顔なので患者さんからも人気がありま
す。働く環境を少しずつでも良くしていきたい
と一緒に活動する大切な仲間です。
　人手不足な上、コロナ禍で大変な時期ですが、執行部一丸となって頑張
ります。

　こんにちは。JA高知病院診療放射線技師の森田
真伍です。就職してもうすぐ３年目でまだまだ新
米の放射線技師ですが、職場の先輩方に支えてい
ただきながら毎日仕事に励んでいます。
　去年の９月より執行部に入らせていただき、青
年委員としてＢＢＱなどの企画、準備をしています。
　コロナ禍の影響で、密にならないような趣味を
見つけようと以前から気になっていたキャンプを
最近、本格的に始動し始めました。大学生の頃か
らキャンプをしたいと構想を練っていたのですが、
有名メーカーのキャンプ道具は値段も高く、揃え
たい備品も多々ありました。それらを社会人にな

った今買い揃え、近々県内のキャンプ場に泊まりに行く計画を立てていま
す。キャンプのほかに、去年から始めた釣りもかなり熱が高まっている状
態なので、自分で釣った魚をキャンプ地で食べる、という目標を達成でき
たらと考えています。後々は県外のキャンプ場にも遠征に行きたいので、
早くワクチンが普及し、コロナの感染が落ち着くことを願っています。

各県・現場で運動に、趣味に、
仕事に頑張る人々を紹介するコ
ーナーです。
第160回は熊総と高知にお願い
しました。

頑張る仲間

熊総　小板初美さん

高知　森田真伍さん

　

医
療
の
質
向
上
の
た
め
に
資
格

を
取
得
し
た
の
に
、
資
格
手
当
も

な
く
診
療
報
酬
の
た
め
に
活
用
さ

れ
る…

。
な
ん
だ
か
モ
ヤ
ッ
と
し

な
が
ら
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

モ
ヤ
モ
ヤ
。                  
（
三
重
）

―
―
モ
ヤ
モ
ヤ
を
ウ
キ
ウ
キ
に
変

え
る
の
が
労
働
組
合
。
モ
ヤ

モ
ヤ
の
種
か
ら
き
れ
い
な
花

を
咲
か
せ
よ
う
ぜ
。
湯
豆
腐

た
べ
た
い
。　  　
　
（
Ｈ
Ｔ
）

　

12
月
の
勤
務
に
勝
手
に
有
休
が

３
日
つ
い
て
い
て
び
っ
く
り
し
て

い
る
と
、
上
司
に
適
当
に
休
み
を

つ
け
た
か
ら
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

返
す
言
葉
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

切
な
い
で
す
。              

（
秋
田
）

―
―
有
休
は
労
働
者
の
権
利
。
勝

手
に
上
司
が
決
め
る
の
は
不

適
切
。
有
休
5
日
が
法
制
化

し
た
為
、
焦
っ
て
い
る
の

か
？
使
う
な
ら
本
人
に
了
承

を
も
ら
う
べ
き
！   （
Ｋ
Ｕ
）

　

思
う
よ
う
に
外
出
で
き
な
い
の

で
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
り
ま
す
。
何

か
ス
ト
レ
ス
発
散
に
な
る
も
の
を

探
さ
な
い
と…

と
思
っ
て
い
ま
す

が
な
か
な
か
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。

早
く
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
く
よ
う
祈

っ
て
い
ま
す
。              

（
長
野
）

―
―
ス
ト
レ
ス
た
ま
り
ま
す
ね
。

心
と
身
体
は
繋
が
っ
て
い
る

の
で
、
私
は
ス
ト
レ
ッ
チ
や

運
動
を
す
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
体
を
動
か
す
運
動
も
、

組
合
運
動
も
一
緒
に
頑
張
り

ま
し
ょ
う
☆          （
Ｏ
Ｋ
）

　

こ
の
コ
ロ
ナ
渦
で
全
国
的
に
年

末
一
時
金
が
ど
う
な
っ
て
る
か
知

り
た
か
っ
た
の
で
大
変
参
考
に
な

り
ま
し
た
。
全
国
の
厚
生
連
の
賃

金
は
組
合
の
お
か
げ
も
あ
っ
て
前

年
同
様
な
の
は
す
ご
い
偉
業
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。           

（
三
重
）

―
―「
蟻
集
ま
っ
て
樹
を
揺
る
が

す
」
の
こ
と
わ
ざ
の
意
味
の

ひ
と
つ
に
、〝
蟻
の
よ
う
に

弱
い
も
の
で
も
、
た
く
さ
ん

集
ま
れ
ば
樹
を
揺
る
が
す
ほ

ど
の
大
き
な
力
と
な
る
〞
と

い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
今

後
も
一
人
ひ
と
り
が
力
を
合

わ
せ
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

（
Ｏ
Ｇ
）

聞かせて・教えて！のコーナー聞かせて・教えて！のコーナー
☆11月号で募集した「聞かせて・教えて」の結果発表☆
質問１　11月号で一番興味があった面は？ 
１面が30票、次いで３面・４面が４票でした。一時金は生活給です。
引きつづき会への要求とともに、医療・福祉分野でふんばるエッ
センシャルワーカーの賃金・労働条件が守られる制度・政策を国
に求めていきましょう！
質問２　春闘で頑張りたいことは？
「各種手当増」18票で首位。次に「ベア」は15票でした。21春闘ア
ンケートの「今の職場で特に不満に感じること」では回答者の半
数以上が「賃金が安い」を選択しました。コロナ最前線で頑張る
エッセンシャルワーカーが働き続けられる賃金水準へと改善は待
ったなしです！

質問１　２月号で一番興味があった面は？
　　　　Ａ＝１面　Ｂ＝２面　Ｃ＝３面　Ｄ＝４面
質問２　新型コロナのワクチンについて？
　　　　Ａ＝接種したい　Ｂ＝接種したくない
　　　　Ｃ＝悩んでいる・検討中
　　　　回答理由を意見要望欄にご記入ください
　　　　※Ｄ欄は今回使用しません。

さて、今回の「聞かせて・教えて！」は

　読者の声、聞かせて・教えて、クロスワード
はすべてＱＲコードよりスマホから投稿できます。
氏名・住所・希望景品（図書カード又はクオ
カード）は必須事項です。質問１・２は、聞
かせて・教えてのコーナー掲載号で使用します。

右のＱＲコードから全厚労ホームペ
ージを開き、「資料・データ」のペー
ジから過去の全厚労ニュースを見る
事が出来ます。
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